
ＡＩＤＳ文化フォーラムin横浜組織委員会

横浜、京都、陸前高田、佐賀での「AIDS文化フォーラム」開催による普及啓発事業

組織委員長　田口努

・「ＡＩＤＳ文化フォーラム」の開催を通じて、より多くの人にエイズについて知ってもらい、予防啓発を行
うこと。
・年間を通じて国内数か所でフォーラムを開催することにより、エイズ普及啓発の機会と啓発対象者の
裾野を広げること。
・エイズを取り巻く社会状況についての取り組みについてのアプローチを行い、「多様性」のある社会
づくりに貢献する。
・国内数箇所の開催地、それぞれのエイズを取り巻く社会状況について、地域性にあったアプローチ
を行う。
・エイズ関連の活動に関わる人たちをつなぎ、団体や担い手のエンパワーメントに貢献すること。
・各地での普及啓発イベントとしてのフォーラムを定着させること。

・申請時に未定だった名古屋での開催を含め、以下のように5会場で開催することができ、相互に協力
し、共通のプログラムを含む、様々なプログラムを行うことができた。（申請時に未定だった名古屋は
参考報告）
2017年6月17日（土）～18日（日）　AIDS文化フォーラムin佐賀
2017年8月4日（金）～6日（日）AIDS文化フォーラムin横浜
2017年9月24日（日）AIDS文化フォーラムin名古屋
2017年9月30日（土）～10月1日（日）AIDS文化フォーラムin京都
2017年12月3日（日）AIDS文化フォーラムin陸前高田
・5会場での開催で、来場者目標の6,000人を上回る延べ8,971人の来場者を獲得し、昨年の来場者数
を大きく上回ることができた。（前年度5,398人）
・5会場で延べ258人のボランティアの参加を得ることができ、若い世代への啓発を強めることができ
た。
・各会場で新たな発表、展示団体の参加を得て実施することができ、各地域で活動する諸団体、地元
地域以外で活動する諸団体と連携することで、地域のエイズ関連の諸活動団体（者）のエンパワーメ
ント、連携、一般市民への啓発をより強めることができた。
・佐賀、横浜、京都で交流プログラムを実施し、各地域でのHIV/AIDS予防の普及啓発に関わる関係
者、全国から集まった来場者、参加団体、講師が集まり、それぞれのネットワークを作る機会となっ
た。

対象となった人数
（実質）

主な対象：各開催地を中心とした一般市民。HIV陽性者・エイズ患者などPWA/H、保健・医療関係者、
教育関係者、行政機関関係者、国際団体、NGO/NPO関係者、青少年、セクシュアルマイノリティ等
来場者：8,971人（名古屋含む）
〔佐賀〕977人　〔横浜〕6,394人   〔京都〕1,000人　〔陸前高田〕300人　（参考）名古屋300人
参加団体：168団体（名古屋含む）
〔佐賀〕31団体　〔横浜〕49団体　〔京都〕48団体　〔陸前高田〕10団体　（参考）名古屋30団体
ボランティア：258人（名古屋含む）
〔佐賀〕80人　〔横浜〕72人　〔京都〕56人　〔陸前高田〕30人　　（参考）名古屋20人
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平成29年度エイズ予防財団助成事業実績報告書

事業の達成度

実施団体

実施事業名

団体代表者

事業の目的



【横浜、京都、東北、九州、東海地域での「AIDS文化フォーラム」開催】
１．（第3回）ＡＩＤＳ文化フォーラムin佐賀
テーマ：「エイズを知ろう、エイズで学ぼう」
日時：2017年6月17日（土）、18日（日）2日間
会場：アバンセ（佐賀県立男女共同参画センター、佐賀県立生涯学習センター）
プログラム：発表プログラム13、展示ブース15、交流プログラム　２
入場者数：977人
ボランティア：80人
入　場：自由/無料
主　催：AIDS文化フォーラムin佐賀運営委員会
共　催：産学官包括連携協定（佐賀県、佐賀大学、佐賀市長会、佐賀県町村会、佐賀県商工会議所
連合会、佐賀県商工会連合会）
後　援：一般社団法人佐賀県医師会など9団体
助成金：公益財団法人エイズ予防財団（平成29年度エイズ予防財団助成事業）
　　　　　平成29年度産学官包括連携協定（6者協定）の助成
事務局：ＡＩＤＳ文化フォーラムin佐賀運営委員会

２．（第24回）ＡＩＤＳ文化のフォーラムin横浜
テーマ：「リアルとであう」
開催日：2017年8月4日（金）、5日（土）、6日（日）　（３日間）
会　場：かながわ県民センター
プログラム：発表プログラム45、展示ブース12、交流プログラム2
入場者数：6,394人
イベントボランティア：72人
入　場：自由/無料
主　催：AIDS文化フォーラムin横浜組織委員会（構成団体：5団体）
共　催：神奈川県
運　営：AIDS文化フォーラムin横浜運営委員会
後　援：横浜市健康福祉局など8団体
助成金：公益財団法人エイズ予防財団（平成29年度エイズ予防財団助成事業）
事務局：公益財団法人横浜ＹＭＣＡ

3．（第1回）AIDS文化フォーラムin名古屋（参考情報、申請時は計画に含まれていません）
テーマ：性を考えよう！
開催日：2017年9月24日（日）
会　場：南山学園  講堂
プログラム：4講演、26展示
入場者数：約300人
ボランティア：20人
入　場：自由/無料
主　催：AIDS文化フォーラムinNAGOYA組織委員会
共　催：愛知・思春期研究会
運　営：AIDS文化フォーラムinNAGOYA運営委員会
助成金：モリコロ基金
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具体的な活動内容



4．（第7回）ＡＩＤＳ文化フォーラムin京都
テーマ：レッドリボン大作戦
開催日：2017年9月30日（土）、10月1日（日）
会　場：同志社大学新町キャンパス尋真館
プログラム：発表プログラム36、展示ブース15、交流プログラム1
入場者数：1,000人
ボランティア：56人
入　場：自由/無料
主　催：AIDS文化フォーラムin京都運営委員会
共　催：京都府、京都市
運　営：AIDS文化フォーラムin京都運営委員会
後　援：舞鶴市など50団体
助成金：公益財団法人エイズ予防財団（平成29年度エイズ予防財団助成事業）
事務局：公益財団法人京都YMCA

5．（第5回）ＡＩＤＳ文化フォーラムin陸前高田
テーマ：ノーマライゼーションという言葉のいらないまちづくりイベント「ともに生きる～誰もが住みやす
いまちに～」
日時：2017年12月3日（日）
会場：アバッセたかた
プログラム：陸前高田災害FM「はまってけらいん、かだってけらいん」公開収録
　　　　　　　LGBT＆AIDS＆デートDVなんでもクイズ、
　　　　　　　みんなで歌おうコラボコンサート
入場者数：300人
ボランティア：30人
主催：AIDS文化フォーラムin陸前高田運営委員会
　　　（構成団体：一般社団法人陸前高田青年会議所など4団体）
後援：大船渡市など20団体
助成金：公益財団法人エイズ予防財団（平成29年度エイズ予防財団助成事業）
事務局：陸前高田市民生部健康推進保健係

※フォーラムの運営組織は各開催地の状況に合わせ、開催地域を中心に活動するフォーラムの対象
者でもある大学生をはじめとした青少年および一般市民や教育関係者、保健医療関係者などで構成
した。
※佐賀、横浜、京都で交流プログラムを実施し、各地域でのHIV/AIDS予防の普及啓発に関わる関係
者、全国から集まった来場者、参加団体、講師が集まり、それぞれのネットワークを作る機会となっ
た。
※全国からの発表者、来場者が集まり、お互いの取り組みを学び合った。来場者の交流スペースを充
実させ、情報交換を行った。
※連携プログラムを以下の通り実施し、各開催地からの参加者と学び合い、交流を行った。
・広がるAIDS文化フォーラムパネル展を5ヶ所共通で実施した。
・佐賀、横浜、京都で宗教とエイズを実施した。
・その他、各開催地の特徴は以下のとおり。
（佐賀）
3回目の開催となり、九州の地域での開催が定着してきた。「エイズ・HIVを単に医療的側面からだけで
はなく、エイズ・HIVを通して、他人ごとではなく、私を含めて生きる文化的な背景として考える機会とす
る」という目的意識を持った講座を多く開催した。特徴であるアフターパーティーでは医療だけではなく
様々な分野の参加者が交流し、九州地域でのネットワーク作りに貢献した。
（横浜）
「リアルとであう」をテーマに多くのプログラムを開催。下村健一さん（白鷗大学客員教授/元TBS報道
キャスター）、吉沢明歩さん（タレント）、AIDS文化フォーラムin横浜運営委員の岩室紳也さんがそれぞ
れの立場から「リアルの壁」について発信するオープニングや、声優の三ツ矢雄二さんと岩室紳也さん
の「三ツ矢雄二×コンドームの達人のトーク」などを開催。様々な「リアル」に触れる3日間の開催となっ
た。ネットワーキングパーティーでは、全国から集まった来場者、参加団体が集まり情報交換を行うこ
とができた。
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（参考報告・名古屋）
今年度初開催。助成金申請時は未定だったが、名古屋の啓発団体を中心に全国から参加団体を集
め、東海地区で初めて開催することができた。
秘忍者 ジミー・ハットリと性を考えよう！『知識だけじゃダメ！？！』では、コーディネーターにコンドー
ムの達人岩室紳也さんを迎え、児童虐待防止、HIV/AIDS・ＳＴＩ予防啓発、LGBT、再非行防止、性被
害者支援という一見全く接点のない問題から『居場所がない』『自己肯定感が低い』という共通点を見
つけ出し、どの問題も根底では『生きづらさ』を抱えているという事を導き出した。相互に理解すること、
他人を思いやることで人には『居場所』ができ、様々な問題を解決できるということをともに考えた。こ
れをきっかけに、他団体の活動が決して他人事ではないという事を確認しあえたことで、より一層今後
の活動で連携や協力を推進するきっかけとなった。
その他にも、愛知・思春期研究会の『咲江＆ボッチのマジックで性教育』ではマジックという切り口から
性教育を伝えることができた。国際医学生連盟日本 SCORAと一般社団法人日本薬学生連盟による
『モバイルコミュニケーション・クライシス』、岩室紳也さんの『コンドームの達人が伝える性の問題』など
多くのプログラムを行うことができた。
（京都）
毎年恒例となっているプレイベントを実施。フォーラムの本開催の広報と合わせて多くの方に啓発を行
うことができた。また即日検査を実施し、検査は52人が受検した。ミニレクチャー「今、エイズってどう
なってるの？」と題し、歌手・タレントのはるな愛さんトーク・ライブを行い、多岐にわたるトークを行うこ
とができた。その他、全国からの講師による講座や音楽ライブを行うことができた。
（陸前高田）
今年度は、陸前高田の災害FMの公開収録としてのプログラムを実施。「HIV/AIDSとLGBTの今を考え
る」、「今どきのネットトラブル～デートDV、LINE、Facebook、Twitterのトラブルの背景～」、「HIV/AIDS
クイズ」、「LIVE みんなで歌おうコラボコンサート」などを行った。この他、展示プログラムも実施した。

※年間を通じ、エイズに関する情報や開催地の準備状況などを公開し、相互に企画運営協力を行っ
た。また、開催地域間の運営ノウハウの支援行い、各開催地でフォーラム開催の効果が最大限発揮
できるよう協力した。
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活動の様子

別紙広がるAIDS文化フォーラム報告書参照



1 
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会    場  アバンセ （佐賀県立男女共同参画センター、佐賀県立生涯学習センター） 

参 加 者  977人 

プログラム 発表プログラム13 展示ブース15 交流プログラム2 

ボランティア 80人 

主    催 AIDS文化フォーラムin佐賀運営委員会 

共    催 産学官包括連携協定（佐賀県 佐賀大学 佐賀県市長会 佐賀県町村会 

                佐賀県商工会議所連合会 佐賀県商工会連合会） 

      思春期ネットワーク・佐賀      

運     営 AIDS文化フォーラムin佐賀運営委員会  

   

ＡＩＤＳ文化フォーラム in 佐賀を振り返って・・・ 

（１）開会式・閉会式「なぜAIDS?なぜ文化？なぜ佐賀？」 

開会式では、AIDS文化フォーラムの開催意義を「エイズ・HIVを単に医療的側面からだけではな

く、エイズ・HIVを通して、他人ごとではなく、私を含めて生きる文化的な背景として考える機会

とする」とし、全体で再認識しました。閉会式では、2017年AIDS文化フォーラムの開催地順に

挨拶を行い、AIDS文化フォーラムの全国への広がりと連携をアピールしました。   

 

（２）分科会   

6/17に「石田純一と語るHIV/AIDS」をアバンセホールで開催した。メディアでの注目も高く、

多くの市民が参加した。石田純一さんのトーク・ライブに、専門家によるミニ・レクチャーもあ

り、多くの来場者がHIV/AIDSに対する最新の状況を知る機会となった。6/18の分科会は、九州

各地で活動している講師や団体を中心にプログラムを行い、医療の専門家や臨床心理士の発表や、

「LGBT支援」「身体性別と性自認」などの多彩な発表を行いました。 

  

（３）展示 

今年度は、6/17がアバンセホールイベントのみの開催のため、初日はホールホワイエで展示を行

い、多くの来場者で展示会場がにぎわいました。6/18はアバンセ４階研修室で分科会を開催し、

１階を展示コーナーとし開催しました。  

 

（4）広域連携事業「広がるAIDS文化フォーラム」 

昨年度の横浜、京都、陸前高田、佐賀の開催報告の「広がるAIDS文化フォーラム」パネル展示と

各地の報告書を配置、今年度初めて開催の名古屋のPRを行いました。  

 

（5）アフターパーティー 

AIDS文化フォーラムin佐賀の名物となった、アフターパーティー。運営委員長の大隈良成氏も参

加するDrバンドおよび雄太団、その後の森林原人さんとMC古川潤哉僧侶による夜のトークショー

は、夜ならではの啓発イベントとして多くの人が参加し盛り上がりました。  

2017 6/17（土）～ 18（日） 

エイズを知ろう、エイズで学ぼう 
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会    場 かながわ県民センター 

参 加 者 6,394人 

プログラム 発表プログラム45 展示ブース12 交流プログラム2 

ボランティア イベントボランティア ７6人 

主     催 AIDS文化フォーラムin横浜組織委員会 

共     催 神奈川県 

運        営 AIDS文化フォーラムin横浜運営委員会 

事  務  局 横浜ＹＭＣＡ 

 

ＡＩＤＳ文化フォーラム in 横浜を振り返って・・・ 

（１）開会式・オープニング「リアルとであう」」 

 下村健一さん（白鷗大学客員教授/元TBS報道キャスター）、吉沢明歩さん（タレント）、AIDS

文化フォーラムin横浜運営委員の岩室紳也さんが登壇し、それぞれ報道、女優、普及啓発を行う医

師の立場から「リアルの壁」についてともに考える時間となりました。リアル（本物、現実）との

接点が減り、バーチャル（仮想、2次元）な世界が広がる現実社会の中で、人は知識ではなく、経

験に学ぶことについてそれぞれの立場から発信されました。 

  

（２）分科会 

声優の三ツ矢雄二さんと岩室紳也さんの「三ツ矢雄二×コンドームの達人のトーク」、当事者、牧

師、僧侶、医師が生や性について語る「宗教とエイズPart.11」、基礎講座として運営委員で看護

教員の山田雅子氏による初心者向け基礎講座「HIV/AIDSすきまミニ講座」（全3回）、精神科医

の松本俊彦氏による「人はなぜ薬物依存症になるのか～痛み、コントロール、そしてHIV～」な

ど、 各団体、オリジナリティのあるプログラムで多くの来場者がありました。「つながる、ひろが

る、わかちあう」のテーマに沿った多くの発表がありました。 

 

（３）展示場 

今年度は会場の都合で、展示会場を1階ロビー、2階ロビーに分けて行いました。13団体による活

動紹介展示、神奈川県健康危機管理課による予防啓発展示、協賛団体による予防啓発グッズの展示

と配布を実施しました。来場者に多くの展示ブースに立ち寄ってもらいためスタンプラリー今年新

たに行い、来場者に好評でした。8月5日に実施した横浜雙葉学園高校茶道部によるお茶席は、来

場者や参加団体の交流の場となり多くの方が集まりました。 

  

（４）広域連携事業「広がるAIDS文化フォーラム」 

エイズ予防財団からの支援を得て、京都、陸前高田、佐賀へと広がったAIDS文化フォーラムのパ

ネル展「広がるAIDS文化フォーラム」を開催し、各会場の特徴等をまとめたポスター展示によ

り、全国の広がりをアピールしました。今年度初めて開催する名古屋のPRを行いました。 

リアルとであう  

2017 8/5（金） ～ 7（日） 
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神奈川新聞 2017年8月5日 

カトリック新聞 2017年8月27日 
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性を考えよう！   

会    場  南山学園  講堂  

参 加 者  約300人 

プログラム 発表プログラム36 展示ブース19 

ボランティア 20人 

主    催 AIDS文化フォーラムin  NAGOYA組織委員会 

共    催 愛知・思春期研究会      

運     営 AIDS文化フォーラムin  NAGOYA運営委員会    

 

ＡＩＤＳ文化フォーラム in 名古屋を振り返って・・・ 

プログラムについて 

（１）開会式・閉会式 

名古屋を中心に活動しているセクシャルマイノリティアイドルグループ『ＮＳＭ＝』さんと共に

『秘忍者 ジミー・ハットリ』くんが歌とダンスで会場を盛り上げました。  

 

（２）分科会   

秘忍者 ジミー・ハットリと性を考えよう！『知識だけじゃダメ！？！』では、コーディネーターに

コンドームの達人岩室紳也さんを迎え、今までの歴代講師５人で『知識だけではダメ！？！』とい

うテーマでトークを行いました。児童虐待防止、HIV/AIDS・ＳＴＩ予防啓発、LGBT、再非行防

止、性被害者支援という一見全く接点のない問題から『居場所がない』『自己肯定感が低い』とい

う共通点を見つけ出し、どの問題も根底では『生きづらさ』を抱えているという事を導き出しまし

た。相互に理解すること、他人を思いやることで人には『居場所』ができ、様々な問題を解決でき

るということをともに考えました。これをきっかけに、他団体の活動が決して他人事ではないとい

う事を確認しあえたことで、より一層今後の活動で連携や協力を推進するきっかけとなりました。 

また、その他にも、愛知・思春期研究会の『咲江＆ボッチのマジックで性教育』ではマジックとい

う切り口から性教育を語りました。国際医学生連盟日本 SCORAと一般社団法人日本薬学生連盟に

よる『モバイルコミュニケーション・クライシス』、岩室紳也さんの『コンドームの達人が伝える

性の問題』など多くのプログラムを行うことができました。 

   

（３）展示 

26団体が展示団体として参加しました。内容も展示のみではなく、飲食やライブといった催しを

することで、展示会場に多くの方にお越しいただき、とても賑やかでした。 

展示会場のみの参加の方もいましたが、とても楽しく、様々な学びがある展示会場とすることがで

きました。愛笑むさんのライブにはたくさんの方が集まり、音楽をきっかけにしながら、AIDSに

ついて知る・考えるという良い機会となりました。  

 

（４）広域連携事業「広がるAIDS文化フォーラム」 

横浜、京都、陸前高田、佐賀との協力で、全国5会場のAIDS文化フォーラムのパネル展「広がる

AIDS文化フォーラム」を開催し、各会場の特徴等をまとめたポスター展示により、全国との協力

をアピールしました。 

2017 9/24（日） 
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レッドリボン大作戦  
会    場  同志社大学 新町キャンパス 尋真館 ３・４階  

参 加 者  約1,000人 

プログラム 発表プログラム36 展示ブース15 

ボランティア 56人 

主    催 AIDS文化フォーラムin京都運営委員会 

共    催 京都府、京都市     

運     営 AIDS文化フォーラムin京都運営委員会    

事  務  局 京都ＹＭＣＡ 

 

ＡＩＤＳ文化フォーラム in 京都を振り返って・・・ 

プログラムについて 

（１）オープニング全体会  

「アディクションからの回復に必要なもの」と題して、松本俊彦さん（国立研究開発法人 国立精

神・神経医療研究センター）の講演を行いました。依存症の本質は「安心して人に依存できないこ

と」であり、回復の鍵となるのは人との社会とのつながりであること学び、そのようなつながりを

作るために私たちに何ができるのかを考る機会となりました。 

 

（２）全体会 「はるな愛さん登場！“AIDS文化フォーラムin京都で何を語る？”」 

ミニレクチャー「今、エイズってどうなってるの？」と題し、歌手・タレントのはるな愛さんトー

ク・ライブを行いました。性の多様性を知ることからHIVを理解していくことや、HIV予防対策や

治療についてなど多岐にわたるトークなどを通して、HIV/AIDSが決して他人ごとではないことの

啓発を目指すAIDS文化フォーラムin京都にふさわしい学びの時間になりました。   

 

（３）分科会  

［共に生きる］［予防］［文化］［薬物］［セクシュアリティー］［教育］［保健・医療・福祉］

［若者］をキーワードに多彩なセッションを行いました。第１回から継続しているものや新たな参

加団体のセッション・講演・ワークショップに多くの来場者がありました。また、共催の京都市保

健医療課によるHIV抗体即日検査（無料・匿名）を52名が受検しました。 

 

（４）展示 

共催の京都府、京都市による「京都府保健所のエイズ等予防教育」「HIV検査ってなんだろう？」

等の様々な展示や学生グループによるワークショップを実施しました。 

 

（５）広域連携事業「広がるAIDS文化フォーラム」 

横浜、陸前高田、佐賀、名古屋のAIDS文化フォーラムの展示を行い、広がりを紹介しました。ま

た、各地のフォーラムの講師が京都のフォーラムに多く参加し、連携することができました。8月

26日にプレイベント講演会「性的指向・性自認に係る児童生徒に対する理解と支援について」

（講師：繁内幸治さん全国LGBT理解増進ネットワーク会議代表世話人）を開催しました。2018

年1月27日、H29年度関西HIV臨床カンファレンスNGO・NPO交流会で報告を予定しています。 

2017 9/30（土） ～ 10/1(日） 
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京都新聞 2017年10月1日 
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ノーマライゼーションという言葉のいらないまちづくりイベント 

   「ともに生きる～誰もが住みやすいまちに～」  

会    場  アバッセ（嵩上げ地に完成した商業施設）パブリックスペース  

参 加 者  約３00人＋通行人多数 

プログラム オープニング、HIV/AIDSとLGBTのいまをかんがえる、今どきのネットトラブル、 

      HIV/AIDSクイズ、LIVE みんなで歌おうコラボコンサート、展示コーナー 

主    催 AIDS文化フォーラム in 陸前高田運営委員会 

共    催 一般社団法人陸前高田青年会議所、陸前高田市、岩手県大船渡保健所、 

      特定非営利活動法人陸前高田市支援連絡協議会Aid TAKATA（陸前高田災害FM） 

ＡＩＤＳ文化フォーラム in 陸前高田を振り返って・・・ 

(１)AIDS文化フォーラム in 陸前高田の歩み 

2005年陸前高田青年会議所、陸前高田市、大船渡保健所と「人と人

のつながり」を考えるきっかけとして、若者たちを巻き込んだAIDSに

関するイベントを開催。2011年、東日本大震災をきっかけに、佐々

木も岩室も定期的に陸前高田入りをすることに。2011年8月のAIDS

文化フォーラム in 横浜のオープニングで高橋勇樹理事長の講演と金野

兄弟による「ぼくらにできること」を披露。2012年に災害FMで柴田

見初代陸前高田青年会議所エイズイベント担当委員長とフォトジャー

ナリストの安田菜津紀さんとのトークでイベント復活へ。 

 

(２)HIV/AIDSとLGBTの今を考える 

    ～ノーマライゼーションという言葉のいらないまちづくりの視点から～ 

NPO法人日本HIV陽性者ネットワーク・ジャンププラス代表理事の高久陽介さん、陸前高田市戸羽太

市長、陸前高田市ノーマライゼーション大使の岩室紳也さんがトーク。 

高久：自分が思い込んでいた「HIV陽性者」のイメージと、実際に自分が当事者になって感じたこと  

   に大きなギャップが。いろんなつながりがあったことで、自分を、他の人を俯瞰して見られる    

   ようになっていた。ゲイだからいつも男のことを考えているわけではない（笑）。人の痛みが 

   わかる陸前高田市を感じます。 

戸羽：「手を差し伸べてください」ではなく、垣根を取り払うことが大事。それぞれの個性を理解し 

   尊重し合えるまちにしたい。「友達になろう作戦」が大事。 

岩室：ゲイの友達が「知るより慣れろ」と教えてくれた。 

 

※東日本大震災前に6回、震災により一時中断、 

 震災3年後に復活し、11回目の開催 2017 12/3（日） 
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(３)今どきのネットトラブル   

   ～デートDV、LINE、Facebook、Twitterのトラブルの背景～ 

ウィメンズクリニック･かみむらの上村茂仁院長、大船渡保健所の山本詩織保健師、岩手医科大学助教

の佐々木亮平保健師、フロアからの若者代表 金子祐樹さん、三浦結香さんで本音のトークを展開。 

★ネットトラブルはコミュニケーションの問題/LINE､Facebook､Twitterの違いや特徴､つきあい方 

★辛いな、寂しいなという「タイミング」が人にはある  ★「会わない」とわからない 

★SNSの良い面も考えてみよう ★SNSがないとつながれない時代 ★SNSの規制が大事ではない 

★SNSを通じたつながる力、共に生きる   といった規制一辺倒の大人への警鐘を鳴らした。 

 

(４)HIV/AIDSクイズ AIDS文化フォーラム in 名古屋から駆け付け

たジミー・ハットリくんが参加者と共にクイズにチャレンジ。 

 

(５)LIVE みんなで歌おうコラボコンサート 

陸前高田市米崎町出身 まっとくん、SUMITA音楽サークル 音蔵 

一般社団法人陸前高田青年会議所 理事長 高橋勇樹 

 楽曲「伝承～あなたと私でつなぐ未来～」を披露 

  あなたがいるから私も生きていける 

  だから普段の日常を大切に過ごそう  

      あなたの命は皆の命  

      皆の命はあなたの命  

      だから守ろう自分を  

   それがあなた（皆／未来）の為 

陸前高田青年会議所が震災の記憶を風化させないた

めに、次代へ「伝えていくべきこと」としてまとめ

たメッセージ。 

 

（６）展示 

 陸前高田青年会議所、岩手県大船渡保健所、AIDS文化フォーラム展、新図書館にHIV/AIDS特別展 

FM音源は→ 
で聞くことができます 

東海新報 
2017年12月6日 

僕も勉強に 

なったニン！ 
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